
 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

2008 今昔館展示模型 

2006 N氏の山荘建設 

2007 西武庫団地ﾘﾌｫｰﾑ 

2004 琵琶湖別荘建設 

2003 香住古民家移築 

2002 大飯古民家移築 

2000 朽木研修所離れ 
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テラス上屋 – 基礎工事その 2 

砂利の転圧が済めば、型枠と配筋工事に入ります。これらのコンクリート工事はやり

直しのできない工事です。特に基礎では、建物の位置や高さが決まってしまいますの

で、慎重に進めなければなりません。レベルを用いて正確な高さに型枠をセットし水平

な基礎ベースにすることで、立ち上がり部分のコンクリートブロックの精度が決まりま

す。建築学科の生産コースではこの様な実習も一部取り入れていますが、学校での

実習と実際の現場とでは勝手が違い、試行錯誤の連続となりました。 

 

砂・砂利・セメントの配合は？？？ 

鉄筋の間隔は？？  あれこれ思い

出しながら、あるいは手で感触を確

かめながらの作業となりました。 

コンクリートは硬めに練って、型枠内にし

っかり充填するように打設することが大

事。ブロックは基準の水糸に沿わせて水

平に並べます。接着剤代わりのモルタル

の硬さを調整しながら慎重に、丁寧に。 


